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は じ め に       

樹木を増殖する一方法としてさし木による方法がある。さし木は同じ遺伝子をもっているも

のを増殖するための一方法で，一般に，当年生長した穂木をさす緑枝ざしと，冬期間に休眠枝

をとってその穂木を貯蔵し春季にさし付ける休眠ざしがある。従来，北海道では用土や気象，

その他の条件がそろわないため，さし木による増殖はむずかしいとされていた。今回，本道で

さし木の適期とされている６月下旬から７月上旬に道内産の用土をもちいて緑枝ざしを行なっ

た。この目的はさし木に適する道内産の用土を開発するためで，鹿沼土を対照区とし，道内産

の火山砂をもちいて 46 種の樹種について緑枝ざしを試みた。その結果の一部を報告する。

材 料 お よ び 方 法

さし木用土は一般に園芸用土としてもちいられている鹿沼土，追分地方の火山礫でふるいに

かけて粒径 5～10mm に選別したもの，火山砂＋ピートモス混合（容積比８：２）および川砂単

用の４区とした。１試験区の大きさは幅 1ｍ， 長さ 2ｍの板で周囲を囲い，さし土の深さは 20cm

にし，排水をよくするため底部に小砂利を敷いて，その上に粒径 10～25ｍｍに選別した火山礫

を 10cm の厚さに敷き，さらにさし木用土を入れて表面を均一にした（図－１）。

さし穂は当試験場周辺に自生または花木見

本園に植栽したものの中から 24 科，46 種を選

び当年伸長した緑枝を６月 26 日～７月６日に

採取してさしつけた。さし穂はさしつけ直前

支柱に剪定鋏で荒穂を採取し，萎楕防止のた

めに約２時間水浸した。さし穂はいずれも頂枝

をもちい，全長を 15cm に整えて総枝葉の 1/3 ほど

の枝葉（さしつけ部分）を取り除き，切口基部を斜めに切り，この断面に発芽促進剤（ルート

ン）を塗布してから案内棒をもちいて約５cm の深さに１樹種６本ずつさしつけた。

管理方法

地温は用土によって異なったが，平均すると６月が 20℃，7 月が 25℃と上昇し８月に入って

からは地温が降下し始めた（図－２）。

したがってさしつけ時期は気温か高く，穂の葉面からの蒸散量が大きいので，直射日光と地

図－1 さ し 木 床 の 断 面



温を調整するために地上より約 50cm の高さに

寒冷紗（井 600）を二重に架設し，雨天以外は

このままの状態において温度の上昇を抑制しな

がら，晴天時のみ潅水を行なった。

試験結果

さしつけ後約３ヵ月の 10 月４日にさしつけ

苗を堀取って発根状況を調査した。その結果供

試材料 46 種のうち発根したものが 33 種，未

発根が 13 種（カルス形成のみは未発根とした）

となり，用土別では鹿沼土，火山砂＋ピート

モス区はともに 41％，火山礫 26％，川砂 21％

であった（表－１）。

表－1 供 試 樹 種 別 ， 用 土 別 さ し 木 の 発 根 成 績

図－2 用 土 別 の 地 温（ 土 中 1 0 c m ，光珠内）



お わ り に       

さし木の発根は樹種や用土によっても異なるが、今回は限られた時期に多くの樹種をいっせ

いにさしつけたため成績に差が出たものと考えられる。また用土については乾燥期に入ってさ

し木を行なうため、鹿沼土や火山砂＋ピートモスのように保水力の大きい用土を開発すべきで

あろう。また今後の課題としては、道内の各地に分布する火山礫を対象に、さし木に適する用

土についての研究範囲を広めていく予定である。

（樹芸樹木科）


